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◆コンクリートポンプ車の役割
ミキサー車から投入された生コンを離れた
ところに圧送し、型枠内等に打設

建設工事で頻繁に使用される建設機械
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◆コンクリートポンプ車の騒音
新築工事での影響が大きく、
近隣問題になりやすい

・他の建設機械と比べて騒音が大きい
（騒音パワーレベル110dB程度）

・一日の稼働時間が長い(7時間程度)

しかし、施工性を追求するため、車体の騒
音低減に限界（圧送能力を優先）

コンクリートポンプ車
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都市部では、敷地が狭いにも関わらず、現場
での防音囲いによる対策が必要。



230Hz

◆音源探査により騒音源を確認
騒音発生箇所を特定

・前方のエンジン音が大(周波数230Hz付近)
・車体下部から騒音が発生し、四周へ拡散

前面(230Hz)
高速圧送時における周波数特性(助手席側面)

側面(237Hz)
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◆開発の背景
コンクリートポンプ車の騒音が大きい。

◆従来方法の課題
防音シートで囲うが、移動・設置・撤去が大変。

開発防音囲い
・移動式、分割型

従来型防音囲い
・定置式、一体型 5



◆従来型防音囲い
・防音シート、高さ約3.6m、枠組、定置式
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◆開発防音囲い設置状況
・防音シート+吸音材、高さ約1.8m
・キャスター付、移動式・分割型
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車体側近隣側

上部防音シート

防音シート

仮設材
吸音材

吸音材

吸音材

◆開発防音囲い 前面ユニットの形状

車体側方か
らの音漏
れ・上空へ
の拡散防止

地盤反射音
の上空への
拡散防止

高さ２ｍ以下
(約1.8m)

キャスター付き 8



マグネット

防音シート

マグネット
(車体に固定)

吸音材

防音シート
開閉

◆開発防音囲い
側面ユニットの形状

車体側方からの
音漏れ・上空へ
の拡散防止

地盤反射音の上
空への拡散防止

コンクリートポンプ車
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◆騒音測定結果(開発防音囲いの騒音低減効果)

S1:GL+1,500

S6:GL+6,500

S2:GL+1,500

S4:GL+1,500

※騒音測定条件
開発防音囲い設置時のコンクリートポンプ車稼働時の等価騒音レベル。

騒音低減効果は囲いなしとの比較値。

騒音約10dB低減

騒音約５dB低減

騒音約0.6dB増加
（従来型3.4dB増加）

騒音約3dB低減

前面

側面

上面
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項目
従来技術と開発技術の比較

従来技術 開発技術

組立時間 4人×2.5時間
4人×1.25時

間
(▲50％)

解体時間 4人×1時間 4人×40分
(▲33％)

移動時間 4人×3.5時間
(解体・再組立)

20分 (▲90％)
(移動距離35m)

設置面積 77㎡ 60㎡ (▲22％)
高さ 3.6m 1.8m (▲50％)

防音効果 7～10dB 5～10dB (同等)
費用 年約20回(月2回程度)の使用で同等

◆開発防音囲いの性能
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◆技術提案での活用に向けて
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①特許出願済（2023年8月公開）
防音システム
特願2022-8594、特開2023-107407

②NETIS登録済（KT-230097-A、2023年8月）
コンクリートポンプ車の移動式防音囲い

③2023年度日本建築学会大会で発表
コンクリートポンプ車の移動式防音囲いに
関する研究 その１、その２



◆開発防音囲いの特徴
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(１)軽量、コンパクトなユニットにより容易に移設可能
分割・移動・設置が容易。組立・解体手間削減。

(２)高い防音効果を確保
５～10dBの防音効果。上空への騒音抑制

(３)作業時の安全性を確保
高さ２ｍ以下、転倒しにくく安全。省スペース。
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